
市  政  を  質
た だ

  す  ！

一 般 質 問

２月定例会では、13議員が一般質問を行いました！

　Ｐ６～９までの代表質問は会派の代表議員が総括質問をするのに対して、

一般質問は、議員個人が市の執行機関に対して、市の事務の執行状況や今後

の方針などについて質問を行います。

　代表質問及び一般質問の全ての内容は、市議会ホームページの

「映像配信」、「会議録検索」からご覧いただくことができます。

自粛で運動不足になっている高齢者が

少しでも元気になる取り組みを紹介

長
引
く
外
出
自
粛
で
引
き
起
こ
さ
れ

る
社
会
的
孤
立
は
、
高
齢
者
に
と
っ

て
、
認
知
症
の
進
行
や
運
動
不
足
に

陥
る
な
ど
の
弊
害
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
。

市
と
し
て
社
会
的
孤
立
に
対
す
る
企

画
や
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、
今
後
の
対
策

を
伺
う
。

コ
ロ
ナ
禍
の
前
か
ら
も
在
宅
で
の
虐

待
数
は
年
間
１
万
７
千
件
以
上
。
介

護
者
と
在
宅
で
過
ご
す
時
間
が
自
粛

で
長
く
な
り
、
終
わ
り
の
見
え
な
い

介
護
は
ス
ト
レ
ス
を
増
幅
さ
せ
て
い

る
。
ま
た
、
介
護
疲
れ
に
も
拍
車
を

閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
ひ
と
り
暮
ら
し

高
齢
者
へ
の
対
応
の
新
た
な
取
り
組

み
と
し
て
、
健
康
や
生
活
に
不
安
を

抱
え
、
必
要
な
支
援
に
つ
な
が
っ
て

い
な
い
方
を
対
象
に
、
専
門
職
が
ご

自
宅
を
訪
問
し
、
本
人
の
健
康
や
生

活
状
態
を
確
認
し
た
上
で
必
要
な
支

援
に
結
び
つ
け
て
い
く
ほ
か
、
在
宅

で
楽
し
み
な
が
ら
、
フ
レ
イ
ル
予
防

に
も
役
立
つ
生
活
支
援
冊
子
の
作
成

を
予
定
し
て
い
る
。

相
談
や
通
報
の
後
、
事
実
確
認
の
た
め

に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
訪
問
調

査
を
行
う
。
市
は
関
係
者
を
招
集
し
、

虐
待
の
有
無
、
緊
急
性
の
有
無
を
判
断

し
、
対
応
方
針
を
決
定
す
る
。
虐
待
を

受
け
た
高
齢
者
に
対
し
て
は
、
状
況
に

よ
り
保
護
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
や
成

年
後
見
制
度
の
利
用
等
の
支
援
を
開
始

し
、
虐
待
を
加
え
た
養
護
者
へ
の
支
援

を
行
う
な
ど
、
虐
待
の
原
因
を
特
定
し
、

関
係
の
回
復
を
試
み
、
関
係
機
関
と
の

連
携
の
下
、
意
識
の
醸
成
を
図
っ
て
い

く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の

弊
害
か
ら
見
え
て
く
る
こ
と

石
いし

原
はら

孝
たか

之
ゆき

（無会派）

か
け
、
本
人
が
気
づ
か
な
い
虐
待
の

ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
る
。
虐
待
が
疑

わ
れ
る
ケ
ー
ス
へ
の
支
援
策
を
伺
う
。
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ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
は

地
元
の
農
業
や
生
活
を
守
れ
る
か
伺
う

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

令
和
３
年
度
行
財
政
改
革
に
つ
い
て
伺
う

秋
あき

山
やま

博
ひろ

子
こ

（無会派）

松
まつ

島
しま

和
かず

久
ひさ

（凌雲の会）

梨畑（イメージ）

焼津市総合福祉会館内

焼津市成年後見支援センター

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
周
辺
で
は
、
焼
津
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
構
想
に
よ
り
、
交
通
結

節
点
の
強
み
を
活
か
し
た
産
業
交
流

機
能
の
形
成
を
目
指
し
て
い
る
。
開

発
の
手
法
の
一
つ
に
土
地
区
画
整
理

事
業
が
上
が
っ
て
い
る
が
、
農
業
を

営
む
地
権
者
の
中
に
は
不
安
の
声
が

あ
る
。
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く

の
か
伺
う
。

令
和
３
年
度
予
算
案
で
は
市
民
税
の

減
収
等
厳
し
い
行
財
政
運
営
が
予
想

さ
れ
る
が
、
行
財
政
改
革
の
考
え
方

と
具
体
的
な
取
り
組
み
を
伺
う
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
ふ
る
さ
と
納
税

活
用
事
業
に
つ
い
て
伺
う
。

市
で
は
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
を
策

定
し
て
い
る
が
、
な
ぜ
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
の
意
識
が
浸
透
せ
ず
、
審
議
会

等
委
員
へ
の
女
性
登
用
率
が
目
標
の

40
％
に
届
か
な
い
の
か
。
計
画
倒
れ

に
な
ら
な
い
た
め
の
評
価
の
仕
組
み

や
積
極
的
な
格
差
是
正
の
導
入
を
求

め
伺
う
。

成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進
の
具
体

的
な
取
り
組
み
状
況
を
伺
う
。

成
年
後
見
制
度
の
重
点
的
な
取
り
組

み
を
伺
う
。

市
街
化
区
域
編
入
を
す
る
場
合
に
は
、

合
意
形
成
や
農
業
調
整
、
基
盤
整
備

の
確
実
性
な
ど
の
要
件
が
あ
る
。
現

時
点
で
は
、
当
初
提
示
し
て
い
た
デ

ザ
イ
ン
や
農
用
地
を
除
外
す
る
と
い

う
同
意
書
は
白
紙
撤
回
で
あ
り
、
内

容
は
こ
れ
か
ら
検
討
す
る
の
で
国
や

令
和
３
年
度
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

一
気
に
加
速
し
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
変

革
の
取
り
組
み
や
市
税
減
収
に
対
応

し
た
健
全
財
政
運
営
を
進
め
る
。

具
体
的
に
は
、
①
各
業
務
で
の
デ
ジ

タ
ル
技
術
の
積
極
的
な
活
用
、
②
市

有
施
設
の
計
画
的
な
見
直
し
、
③
自

主
財
源
の
確
保
を
見
直
し
、
プ
ラ
ス

の
行
政
改
革
を
積
極
的
に
活
用
、
④

Ａ
Ｉ
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
市
民
目

線
で
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
進
め
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
て
も
市
民
の
安
心

安
全
の
た
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
・
治
水
・
防
災
等
に

も
基
金
を
活
用
す
る
こ
と
と
し
た
。

今
後
も
時
代
の
流
れ
に
沿
っ
て
有
効

活
用
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

評
価
の
仕
組
み
に
つ
い
て
は
、
男
女

共
同
参
画
プ
ラ
ン
の
中
で
評
価
指
標

を
設
定
し
、
推
進
状
況
を
把
握
し
て

い
る
。
ま
た
、
審
議
会
等
に
お
け
る

女
性
登
用
率
を
上
げ
、
施
策
方
針
決

定
の
場
で
女
性
の
意
見
が
活
か
さ
れ

る
機
会
を
確
保
す
る
た
め
、
庁
内
関

係
課
に
対
し
、
女
性
委
員
の
積
極
的

な
登
用
を
推
進
し
て
い
る
。

昨
年
５
月
、
利
用
促
進
及
び
円
滑
な

制
度
運
用
が
で
き
る
体
制
整
備
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
焼
津
市
総
合
福

祉
会
館
内
に
焼
津
市
成
年
後
見
支
援

セ
ン
タ
ー
を
開
所
し
た
。

成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進
に
向
け

て
、
①
法
的
に
難
し
い
案
件
に
対
応

で
き
る
体
制
整
備
、
②
成
年
後
見
利

用
促
進
懇
話
会
に
よ
る
施
策
の
取
り

組
み
に
対
す
る
進
行
状
況
の
確
認
、

③
広
域
連
携
に
よ
る
市
民
後
見
人
の

養
成
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
へ
の
実
効
性
の
あ

る
働
き
か
け
が
必
要
で
は
な
い
か

県
と
の
協
議
は
し
て
い
な
い
。

具
体
的
に
は
区
画
整
理
事
業
を
含
め

こ
れ
か
ら
詰
め
て
い
き
、
住
民
の
生

活
や
生
業
に
つ
い
て
は
、
必
要
な
支

援
や
助
言
を
行
っ
て
い
く
。

焼
津
市
の
地
域
福
祉
の
推
進
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学
校
プ
ー
ル
・
公
園
グ
ラ
ン
ド
な
ど
の

管
理
と
将
来
の
在
り
方
に
つ
い
て
伺
う

直
近
の
年
間
維
持
費
と
使
用
時
間
な

ど
は
ど
の
程
度
か
伺
う
。

公
園
グ
ラ
ン
ド
、
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の

設
備
充
実
に
つ
い
て
伺
う
。

学
校
プ
ー
ル
の
老
朽
化
に
関
し
て
の

考
え
を
伺
う
。

通
常
の
年
間
維
持
費
は
、
１
校
当
た

り
約
１
０
０
万
円
と
別
途
、
電
気
料

が
か
か
っ
て
い
る
。
水
泳
の
授
業
は

小
学
校
１
校
当
た
り
平
均
86

・
５
時

間
、
中
学
校
は
平
均
83

時
間
で
あ
る
。

小
学
校
７
校
で
２
日
か
ら
８
日
間

プ
ー
ル
を
解
放
し
て
い
る
ほ
か
、
近

隣
の
幼
稚
園
や
地
元
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
団
体
に
１
日
か
ら
５
日
間
貸
し
出

し
て
い
る
。

公
園
に
つ
い
て
は
、
焼
津
市
公
園
施

設
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、
緊
急

度
や
健
全
度
な
ど
を
踏
ま
え
計
画
的

な
更
新
等
を
行
う
と
と
と
も
に
、
日

常
点
検
等
に
よ
る
施
設
安
全
確
保
を

図
り
、
不
具
合
箇
所
を
発
見
し
た
場

合
に
は
速
や
か
に
修
繕
を
実
施
し
て

い
る
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
広
場
を
含

む
公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、
公
共
施

設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
中
で
、
施
設
整

備
の
実
態
調
査
及
び
優
先
度
評
価
を

行
っ
た
上
で
、
計
画
的
に
工
事
、
修

繕
を
実
施
し
て
い
る
。
引
き
続
き
適

切
な
維
持
管
理
に
努
め
て
い
く
。

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
も
の
の
、
直

ち
に
改
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状

況
で
は
な
い
た
め
、
必
要
な
修
繕
を

し
な
が
ら
プ
ー
ル
機
能
の
維
持
を

図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後

の
学
校
プ
ー
ル
の
在
り
方
に
つ
い
て

は
、
各
学
校
の
状
況
を
踏
ま
え
、
改

築
、
統
合
、
民
間
施
設
の
利
用
な
ど

を
含
め
て
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

和田小学校プール

増
ます

井
い

好
よし

典
のり

（凌雲の会）

学
校
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の

さ
ら
な
る
推
進
を

今
年
４
月
改
正
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法

を
受
け
、
文
部
科
学
省
が
公
立
小
中

学
校
等
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

一
層
推
進
す
る
た
め
、
今
後
５
年
間

に
緊
急
か
つ
集
中
的
に
整
備
を
行
う

具
体
的
な
目
標
案
を
提
示
し
て
き
た
。

焼
津
市
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
を
ど

の
よ
う
に
考
え
、
具
体
的
に
更
新
、

改
修
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
事
業
で

市
内
事
業
者
に
さ
ま
ざ
ま
な
援
助
が

な
さ
れ
た
。
業
種
、
業
態
に
よ
り
問

題
点
は
異
な
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、

各
事
業
者
が
直
面
し
て
い
る
経
営
上

の
問
題
も
調
査
し
、
将
来
に
わ
た
っ

て
継
続
的
な
応
援
が
で
き
る
体
制
が

で
き
な
い
か
伺
う
。

令
和
２
年
12

月
25

日
付
け
で
公
立
小

中
学
校
等
施
設
に
お
け
る
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
の
加
速
に
つ
い
て
の
通
達
が

出
さ
れ
た
。
今
後
は
こ
の
目
標
を
念

頭
に
お
い
て
対
応
し
て
い
く
。
通
達

が
来
た
ば
か
り
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら

具
体
的
な
計
画
を
立
て
る
な
ど
検
討

し
て
い
く
。

支
援
策
を
講
じ
る
上
で
は
市
内
経
済

の
実
態
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
商
工
会
議
所
等
の
経
済
団
体
と

連
携
を
し
、
市
内
事
業
者
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
こ
と
で
各
企
業

の
経
営
状
況
等
の
把
握
に
努
め
、
業

種
別
の
課
題
等
の
分
析
に
も
努
め
て

い
る
。
今
後
と
も
、
焼
津
商
工
会
議

所
、
大
井
川
商
工
会
と
連
携
し
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
等
に
よ
り
、
事
業
所

の
状
況
や
課
題
等
の
把
握
に
努
め
る

と
と
も
に
、
経
済
部
を
中
心
に
皆
様

の
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
応

す
る
。

出典：文部科学省の通達

岡
おか

田
だ

光
みつ

正
まさ

（市民派議員団）

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
事
業
者
応
援

の
た
め
に
業
況
把
握
を
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燒
津
市
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
推
進
室
を
立
ち
上
げ

各
部
署
の
協
力
を
仰
ぎ
、
全
庁
挙
げ

て
の
万
全
な
体
制
で
円
滑
な
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
で
き
、
準
備
態
勢
を
立
ち

上
げ
た
と
公
表
し
た
が
、
今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
各
種
課
題
の
対
策
に

つ
い
て
伺
う
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

３
月
12

日
に
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
開

設
し
、
一
般
的
な
問
い
合
わ
せ
に
対

し
て
対
応
す
る
。
４
月
に
高
齢
者
へ

接
種
券
を
郵
送
し
、
接
種
開
始
は
４

月
12

日
以
降
順
次
拡
大
し
て
い
く
と

さ
れ
て
い
る
。
高
齢
者
以
外
の
方
に

つ
い
て
、
現
時
点
で
は
示
さ
れ
て
い

な
い
。
集
団
接
種
の
会
場
は
焼
津
文

化
会
館
・
大
井
川
保
健
相
談
セ
ン
タ 

ー
・
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
３
か

所
。
当
市
で
は
医
師
会
の
協
力
の
下
、

個
別
接
種
を
中
心
に
か
か
り
つ
け
医

な
ど
身
近
な
医
療
機
関
で
接
種
し
て

い
た
だ
く
。
安
心
に
繋
が
る
接
種
を

目
指
し
、
焼
津
方
式
と
し
て
月
曜
日

か
ら
日
曜
日
ま
で
切
れ
目
な
い
接
種

新型コロナウイルスワクチン接種

シミュレーション時の様子

太
おお

田
た

浩
こう

三
さぶ

郎
ろう

（市民派議員団）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

対
策
に
つ
い
て
伺
う

地
球
温
暖
化
対
策
で
、
脱
炭
素
社
会
の
構
築
へ

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」
表
明
を

川
かわ

島
しま

　要
かなめ

（公明党議員団）

地
球
温
暖
化
に
よ
り
、
世
界
各
地
で

異
常
気
象
が
頻
発
し
、
自
然
災
害
の

増
加
・
激
甚
化
が
加
速
度
的
に
進
ん

で
い
る
。
昨
年
10
月
、
菅
総
理
は
地

球
温
暖
化
対
策
と
し
て
、
２
０
５
０

年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の

実
質
ゼ
ロ
を
達
成
す
る
と
宣
言
。
本

市
に
お
い
て
も
、
本
日
こ
の
議
会
の

場
に
お
い
て
、
２
０
５
０
年
へ
の
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
を
表
明
し

て
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
実
質
ゼ

ロ
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
進
め
る
べ
き

と
思
う
が
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

政
府
は
行
政
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に

向
け
、
全
国
民
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
取
得
を
目
標
に
し
て
い
る
。

本
市
に
お
け
る
新
た
な
利
活
用
や
普

及
率
向
上
へ
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

焼
津
市
で
は
、
環
境
基
本
計
画
に
お

い
て
、
人
と
地
球
に
優
し
い
環
境
を

未
来
に
繋
ぐ
こ
と
を
掲
げ
て
い
る
。

こ
こ
に
焼
津
市
と
し
て
、
２
０
５
０

年
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
を

表
明
し
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向

け
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
温
室
効
果

ガ
ス
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
実
質

ゼ
ロ
を
目
指
し
て
い
く
。
地
球
温
暖

化
は
全
世
界
の
課
題
で
あ
る
。
市
民
、

事
業
者
の
皆
様
と
連
携
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

本
市
で
は
、
企
業
一
括
申
請
方
式
、

出
張
申
請
サ
ー
ビ
ス
や
、
窓
口
で
の

ら
く
ら
く
申
請
サ
ー
ビ
ス
、
日
曜
交

付
な
ど
を
実
施
し
普
及
に
努
め
て
い

る
。
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
推
進

や
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
活
用
し
た

サ
ー
ビ
ス
の
展
開
な
ど
を
含
め
て
、

一
層
の
普
及
促
進
に
努
め
て
い
く
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促

進
で
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化

体
制
を
整
え
て
い
く
。

交
通
手
段
の
確
保
が
困
難
な
高
齢
者

へ
の
対
応
は
、
接
種
場
所
ま
で
タ
ク

シ
ー
利
用
を
お
願
い
し
、
料
金
は
市

が
負
担
す
る
。
国
か
ら
は
、
医
療
従

事
者
、
高
齢
者
、
基
礎
疾
患
を
有
す

る
方
、
高
齢
者
施
設
等
の
従
事
者
、

60

歳
か
ら
64

歳
ま
で
の
方
、
こ
の
順

番
で
接
種
す
る
事
が
示
さ
れ
て
い
る
。

接
種
で
き
る
医
療
機
関
や
会
場
は
接

種
券
に
同
封
し
、
広
報
紙
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
公
共
施
設
へ

の
配
架
に
て
お
知
ら
せ
す
る
。
相
談

は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
対
応
す
る
。
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安
やす

竹
たけ

克
かつ

好
よし

（凌雲の会）

地
方
創
生
に
伴
う
デ
ジ
タ
ル
技
術
の

活
用
に
よ
る
地
域
活
性
化
に
つ
い
て
伺
う

焼
津
駅
周
辺
へ
の
テ
レ
ワ
ー
ク
施
設
の

整
備
と
地
域
コ
ニ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

大
井
川
と
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
静
岡
工
区
、

将
来
に
向
け
て
考
え
る

有
識
者
会
議
の
公
開
の
在
り
方
に
つ

い
て
伺
う
。

第
８
回
有
識
者
会
議
の
座
長
コ
メ
ン

ト
に
対
し
、
市
長
の
所
感
を
伺
う
。

地
域
産
業
を
支
え
て
い
る
水
、
大
井

川
流
域
10
市
町
首
長
が
大
井
川
の
流

量
確
保
や
水
質
汚
染
に
関
す
る
連
名

の
要
望
書
を
提
出
し
た
経
緯
が
あ
る
。

命
の
水
、
地
域
産
業
を
支
え
て
い
る

水
を
考
え
、
有
識
者
会
議
で
問
題
視

さ
れ
て
い
る
点
は
、
今
、
こ
の
深
刻

な
問
題
提
起
に
ど
う
向
き
合
っ
て
い

く
か
で
あ
り
、
大
井
川
の
最
下
流
部

に
位
置
す
る
焼
津
市
の
市
長
の
思
い
、

決
意
を
伺
う
。

県
と
国
の
調
整
に
よ
り
公
開
の
範
囲

を
決
め
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

会
議
の
内
容
が
専
門
的
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
誤
解
を
招
か
れ
な
い
よ
う
正

確
か
つ
市
民
の
皆
様
に
分
か
り
や
す

い
結
果
説
明
を
お
願
い
す
る
。

中
下
流
域
へ
の
地
下
水
へ
の
影
響
と

ト
ン
ネ
ル
湧
水
の
大
井
川
へ
の
戻
し

方
に
つ
い
て
、
科
学
的
・
工
学
的
な

見
地
か
ら
議
論
い
た
だ
い
て
い
る
も

青
あお

島
しま

悦
えつ

世
よ

（市民派議員団）

や
い
づ
テ
レ
ワ
ー
ク
専
用
施
設 

Ａア

ン

カ

ー

ｎ
ｃ
ｈ
ｏ
ｒ
利
用
者
と
地
域
の
住

民
と
の
交
流
の
仕
組
み
を
検
討
し
て

い
る
か
。

焼
津
市
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

に
つ
い
て
伺
う
。

登
録
者
数
を
増
や
す
取
り
組
み
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

本
市
の
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
の
う
ち
、
オ

ン
ラ
イ
ン
申
請
は
ど
う
か
。

地
域
住
民
が
主
役
と
な
り
、
住
み
や

す
く
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会
を
形

成
す
る
た
め
の
今
後
の
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
の
方
向
性
に
つ
い

て
伺
う
。

異
業
種
間
の
交
流
の
促
進
も
こ
の
施

設
の
狙
い
の
１
つ
で
あ
る
た
め
、
今

後
、
近
隣
の
民
間
ワ
ー
キ
ン
グ
施
設

等
と
も
協
力
し
、
交
流
の
場
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関

す
る
情
報
や
緊
急
情
報
の
ほ
か
、
イ

ベ
ン
ト
情
報
、
子
育
て
情
報
、
同
報

無
線
放
送
内
容
な
ど
を
利
用
者
に
選

択
し
て
受
信
で
き
る
分
野
別
配
信

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
。

焼
津
市
水
産
振
興
会
と
連
携
し
て
、

本
市
の
特
産
物
で
あ
る
水
産
加
工
品

を
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
登
録
者
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
す
る
な

ど
、
登
録
者
数
増
に
向
け
た
取
り
組

み
を
継
続
的
に
実
施
す
る
。

国
が
運
営
す
る
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の

活
用
を
主
体
と
し
た
シ
ス
テ
ム
構
築

に
よ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
拡
充

を
図
る
。

公
民
館
単
位
で
活
動
し
て
い
る
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
組
織
を
活
用
し
、

各
種
団
体
や
事
業
者
な
ど
と
連
携
、

協
働
し
て
地
域
で
支
え
合
う
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

やいづテレワーク専用施設

A
ア ン カ ー

nchor内部

情
報
発
信
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
自
治

体
Ｄ
Ｘ
に
向
け
た
取
り
組
み

の
と
認
識
し
て
お
り
、
市
民
生
活
や

経
済
活
動
の
安
心
・
安
全
の
確
実
な

確
保
に
つ
な
が
る
よ
う
、
有
識
者
会

議
で
の
議
論
が
進
ん
で
い
く
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
。

地
下
水
低
下
に
よ
る
沿
岸
部
で
の
塩

水
化
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
ど
の
よ
う

に
受
け
止
め
て
い
る
か
伺
う
。

国
の
有
識
者
会
議
に
お
い
て
、
中
下

流
域
の
地
下
水
は
上
流
域
か
ら
直
接

供
給
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
確
認
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
想
定
と
異
な
る

事
象
が
発
生
し
た
場
合
の
リ
ス
ク
対

策
等
に
つ
い
て
も
議
論
さ
れ
て
お
り
、

今
後
も
議
論
内
容
を
注
視
し
て
い
く
。
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